
増やしていきませんか？
地域の中の居場所

　身近なところに気軽に行ける場所があって、そこに集まった人たちとおしゃべりや交流をするこ
とは、心身の健康維持にとても良いことだと思います。
　また、集まることで地域の人たちや地域の良さを知り、助け合いの気持ちや支え合うしくみも生
まれてくるのではないでしょうか？
　今回は、様々な「居場所」について考えてみたいと思います。

内田地区「徳々サロン」の様子
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「
居
場
所
」
と
は
？

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が

自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
自
由
に
過
ご
せ
る
場

所
の
こ
と
で
す
。

　

静
岡
県
で
は
、「
ふ
じ
の
く
に
型
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
居
場
所
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

菊
川
市
で
は
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
活
動
が
中
心
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
把
握

し
て
い
る
サ
ロ
ン
だ
け
で
も
、
現
在
39
箇
所
あ

り
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
開
催
は
週
一
回
、
月
一
回
、
年
四
回

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
内
容
も
、
お
し
ゃ
べ
り
、

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
物
づ
く
り
、
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
、
会
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

現
在
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
地
区
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
り
ぼ
ん
」
や
「
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
ぽ
れ
ぽ
れ
」
の
皆
さ
ん
が
開
催

し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
「
サ
ロ
ン
」
と
「
居
場
所
」
の
違
い
は
何
で
し
ょ

う
か
？
サ
ロ
ン
も
人
が
集
ま
る
場
で
す
か
ら
居
場

所
に
な
る
の
で
す
が
、
サ
ロ
ン
は
開
催
日
や
利
用

対
象
者
が
決
ま
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
居
場
所
は
、
い
つ
で
も
利
用

で
き
て
利
用
対
象
者
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ

に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
や
で
き
る

こ
と
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

「
居
場
所
」
が
必
要
な
理
由
は
？

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
み
ん
な

の
し
あ
わ
せ
懇
談
会
」
で
は
、
今
年
度
も
サ
ロ
ン

や
居
場
所
の
必
要
性
が
、
多
く
の
地
域
で
語
ら
れ

ま
し
た
。「
動
い
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
元
気
で
い
ら
れ
る
。」「
引
き
こ
も
り

や
孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。」「
顔
が
見
え

る
関
係
が
で
き
て
い
れ
ば
災
害
時
も
安
心
。」「
情

報
を
得
た
り
、
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
。」
な
ど
の
理

由
で
、
集
ま
る
場
を
作
り
た
い
、
増
や
し
た
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
平
田
厚
先
生
か
ら
は
、「
集

め
る
サ
ロ
ン
か
ら
集
ま
る
サ
ロ
ン
へ
」
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
23
年
度
に
実

施
し
た
「
菊
川
市
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
生
活
実

態
及
び
意
識
調
査
」
で
も
、
団
体
な
ど
に
所
属
し

て
い
る
人
は
生
活
満
足
度
が
高
く
、
不
安
が
少
な

い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

「
居
場
所
」
に
行
く
の
は
な
ぜ
？

　

９
月
９
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
あ
い
遠
州

代
表　

稲
葉
ゆ
り
子
氏
を
講
師
に
、
加
茂
地
区
で

『
サ
ロ
ン
や
居
場
所
に
つ
い
て
の
学
習
会
』
が
開

「
居
場
所
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

「白岩東拠り所」
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催
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
葉
氏
の
お
話
の
中
で
、
街
の
居
場
所
「
も
う

ひ
と
つ
の
家
」（
袋
井
市
）
に
集
ま
る
方
た
ち
の

つ
ぶ
や
き
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
に
は
役

割
が
あ
る
。」「
あ
り
が
と
う
を
言
っ
て
も
ら
え

る
。
自
分
も
あ
り
が
と
う
を
言
う
。」

　

役
割
が
あ
る
こ
と
で
、
自
分
の
存
在
価
値
が
実

感
で
き
る
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
理
解
し
て
尊
重
し
合
っ
て
い
る
様
子
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
居
場
所
は

『
出
会
い
』
が

生
ま
れ
る
。
出

会
い
が
あ
る
か

ら
気
に
な
る
人

が
で
き
て
、
助

け
合
い
が
始
ま

る
。」
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
「
居
場
所
」

　

９
月
25
日
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

と
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
演
会
を
開
催
し
、
富
士
宮
市
に
お
住
ま
い
の
外

岡
準
司
氏
か
ら
、
市
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
商

店
街
と
が
協
働
し
、
今
年
４
月
に
発
足
し
た
「
み

か
ん
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）」
の
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症
の
方
と
そ
の

家
族
を
支
え
る
新
し
い
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
地
域

の
人
が
直
接
認
知
症
の
方
と
交
流
で
き
る
場
所
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
外
岡
氏
が
暮
ら
す
黒
田
地
区
で
は
、

認
知
症
の
方
を
「
黒
田
よ
り
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
誘

う
こ
と
で
、
家
庭
の
中
で
も
地
域
の
中
で
も
、
認

知
症
の
方
が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
黒
田
地
区
に
暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ

た
」
と
言
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
（
今

年
10
月
に
27
回
目

を
実
施
）、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
目
で
見
守
っ
て
い
る
た
め
、
認

知
症
の
方
た
ち
が
徘
徊
し
た
く
て
も
で
き
な
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
て
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
で
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

け
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
会
」「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」「
趣
味
の
会
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
自
治
会
活
動
」
な
ど
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
集
ま
る
場
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
人
が
集
う
場
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
地
域
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な

が
り
を
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

集
ま
る
こ
と
で
楽
し
く
元
気
で
い
ら
れ
る
。

仲
間
や
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
自

分
の
役
割
が
あ
る
。
そ
う
感
じ
ら
れ
る
居
場

所
が
身
近
に
あ
れ
ば
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

居
場
所
や
サ
ロ
ン
の
開
催
を
考
え
て
い
る

方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「学習会」稲葉ゆり子氏

「講演会」外岡準司氏
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子ども達に囲まれてパワーをもらって
89歳 元気です

Ｑ　現在の活動について教えてください。
　地域ボランティアとして、内田小学校学習サポーターで陶芸クラブの指導
を8年位やっています。教員として勤めていた頃、その学校の校長先生が陶
芸をやっていて、そこで覚えて趣味として始めたのがきかっけです。その後、
教育委員会から頼まれて始めは河城小へ、その後は内田小へ指導に行ってい
ます。現在、内田小へは年6回、4年生以上40名位に教えています。
　陶芸を身に付けてもらって、大人になった時、趣味のひとつになってもら
えたらと思います。昔は色々な物を作ったり描いたり手先を使うことが多
かったが、この頃の子どもはコンピューターをやったり、手先を使って物を
作るということが少ないと思います。陶芸は手先も使って頭も思考して作
るというのはとても良いと思います。
　また、この歳になって、子どもたちと一緒にやるというのは、子どものパワーをもらうし、子どもの楽し
い雰囲気に入っていくと言うのは、明るく生きていく年寄りの励みになります。子どもはかわいいし、学校
の子どもと一緒にやるのは自分も楽しいです。

Ｑ　活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　陶芸を教えていて、毎回、子どもが一生懸命に作品に取り組んでくれる姿がうれしいです。他にも、防犯
協会を平成8年頃からトータル17年間やらせてもらいました。車の屋根の上に青色パトライトを載せて地域を
回ったり、高齢者の家を訪問し詐欺予防の呼び掛けなどの活動をして表彰を受けました。また、太郎坊大権
現様のお世話や自治会の役員、青少年健全育成会、老人会の役、学校協議会、お宮の役などさせて頂いたお
陰様で健康でいられると思います。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　物を作ることが好きです。80歳になってからは毎年１枚、記念に絵（アクリル水彩画）を描いて常葉の菊
川美術展に出展しています。額も手作りしています。
　陶芸も高じて、窯を買って、家でも作っています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　やりたいと思っても中々出来ないですが、地域で高齢者が集まって話したり、作ったりする会場が出来れ
ばと思っています。学校のボランティアも頑張ってお役に立てたらと思っています。
　高齢になると体力が衰え、思った事が出来ないので、ウォーキングなどして、先ず健康づくりが一番の目
標ですね。
　これからも、孫たちと楽しく遊んで、活き活きした明るいおじいちゃんになりたいと思います。

横山海夫さん（自治会名：高田）

アクリル水彩画 陶芸の作品
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笑顔、輝いてます　－第62回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



花咲くあおばだい

　花いっぱいの街づくりと、会員相互や地域住民との親睦を図り、花を通して気持ちのよい挨拶
あふれる地域づくりを目指そうと、平成12年に会が出来ました。

 目的 
　青葉台住宅団地を花いっぱいの地域にするために、種から花苗の栽培を行い、花壇の植栽、手
入れを行うと共に、各戸へ会員が育てた花苗の配布を行う。この活動を通じて会員相互、地域住
民との親睦を図ると共に、各人の技術力の向上を図る事を目的としています。

 紹介 
　春と秋、コンテナに種まきを行い、育った苗をポットに移植、その後花壇に植え付けを行って
います。また、自治会主催行事の「８月の納涼祭」と「元旦の新年親睦会」参加者に、その育て
た花の苗の配布を行っています。
　青葉台コミュニティセンターのフラワーポット植栽、西面をアサガオやヒョウタンでの緑の
カーテン事業、桜広場の花壇作り及び草刈、青葉台周辺の法面に桜の木の植樹も行っています。
　地域にも呼びかけて「ハンギングバスケット講座」開催や「サカタの種」工場見学などの公開
講座も行っています。
　今までに、浜名湖花博、菊川市の花壇・ガーデニングコンクール等、花に関する行事には積極
的に参加し、青葉台の元気、菊川の元気を発信しています。
　一粒の種が芽を出し、根をはり、成長していく過程は体験してみると、感動を生みます。花の
ある風景は地域の財産と思っています。

花咲くあおばだい　代表　浅井　克悦

ハンギングバスケット講座 「サカタの種」工場研修
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施設や団体の紹介コーナー



受賞おめでとうございます
　第58回静岡県身体障害者福祉大会において、
鈴木俊雄様が静岡県身体障害者福祉会会長表彰
を授与されました。6月には満100歳を迎え、元
気にはつらつとした毎日を送っておられ、今後
の益々のご活躍を期待しております。

菊川市心配ごと相談員研修会を開催しました
　８月26日（金）にプラザけやき201会議室にて、菊川市心配ごと相談員の研修会を行
いました。今回の研修会は前回３月に行った身近な法律相談の続きとして、弁護士の渡邉
純男先生を講師にお招きし、近隣トラブルなど身近な問題等を法律の視点からご教授いた
だきました。参加した相談員からは、「わかりやすくて良かった」や「今後の相談に生か
していきたい」など好評でした。
　心配ごと相談の日時は、８ページの「相談窓口」をご確認ください。

災害ボランティア支援本部立ち上げ訓練を実施しました
　８月27日（土）、プラザけやきにおいて、例年同様「菊ボコ」の皆様と協働してボランティ
アニーズに対してボランティアを派遣する訓練を行いました。
　県外ボランティア役として、中・高・大学生や民生委員児童委員、一般市民の皆様にご
参加いただき、７件のボランティアニーズに対して38人のボランティアを派遣しました。
今年度は、派遣グループ毎に災害に関する意見交換の場を設け、自由に話し合いをしてい
ただきました。学生と大人が混ざった中で、高齢者の支援、障がい者の思い、自分たちに
できることなど、様々な話し合いがされました。
　また、赤十字奉仕団の皆様には、アルファ米で
150人分のおむすびを握っていただき、ＢＲＮきく
がわの皆様には、バイクで市内の福祉施設を訪問し
ていただきました。市役所職員の皆様と社会福祉協
議会職員も含めて、総勢129人での訓練となりました。
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

写真撮影：おっ撮りカメラ隊

表彰を受けた鈴木俊雄様

研修会の様子 講師　渡邉純男弁護士

訓練の様子
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「みなさまへのご報告」

子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698



「キャラバンメイト」
　私たちキャラバンメイトは、認知症についての理解を広める活動として「認知症サポー
ター養成講座」を実施しています。
　私たちは、認知症について正しく理解し、偏見をもたず、認知症の人や家族を温かく見
守る応援者「認知症サポーター」を増やし、認知症になっても安心して暮らせる菊川市を
目指しています。
　認知症について知りたい、認知症の人とどう
接したらよいかわからないという団体のみなさ
んには、ご希望に合わせた講座を開催します。
　活動に興味を持たれた方、講座を受講してみ
たい方は、ぜひお問合わせください。
 問合せ先 　菊川市長寿介護課
　　　　　  高齢者福祉係　☎37-1254

「キャラバンメイト」から参加者募集のご案内「認知症を学ぼう～生活に活かせる勉強会」
　認知症サポーター養成講座と認知症予防のための「脳リフレッシュ講座」を組み合わせ
た新しい形の勉強会を開催します。どなたでも参加できます。
 日　時 　12月9日（金）  9:30～11:30　　　 会　場 　西方地区センター
 日　時 　1月17日（火）13:30～15:30　　   会　場 　ひらかわ会館
　　　　　どちらの会場でも同じ内容で実施します。
　　　　　参加される方はお申し込みください。
 申込先 　菊川市長寿介護課　高齢者福祉係　☎37-1254　FAX37-1113

　菊川タクシー(有)様が、車いすのまま乗降できる福祉車両を所有し、福祉タクシーの運
行を開始されました。
　乗車をご希望される方は、直接ご連絡ください。

菊川タクシー(有)　☎36-2321

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

ボランティアグループからのお知らせ

福祉タクシーをご紹介します

キャラバンメイトのみなさん
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　11月 １日（火）    ９：００～１２：００
　　　  11月15日（火）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　11月 ７日（月）１３：００～１６：００
　　　  11月21日（月）    ９：００～１２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談
 日時 　11月 ４日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  11月20日（日） ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
　　　  ※奇数月の第1金曜日は女性専用日となります。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　11月7日（月）・21日（月）１３：００～１６：００
 会場 　菊川児童館（プラザけやき２階）
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

～リフォームファッションショー＆芸能交流ひろば～
皆さまのご来場お待ちしています

　日　　時　　平成28年11月15日（火）10：00～16：00
　会　　場　　菊川市文化会館アエル
　内　　容　　10：00～　オープン
　　　　　○お茶の試飲、展示作品
               ○会議室にて無料体験
　　　　　　　※どなたでも参加できます
　　　　　　　※材料がなくなり次第終了となります

　　　　　13：00～　大ホールで開催
　　　　　○自作のリフォーム衣装を着て
　　　　　　リフォームファッションショー
　　　　　○日頃の練習の成果を舞台で発表
　　　　　　芸能交流ひろば
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

精神障がい理解普及啓発交流事業「ふれあい企画」参加者募集
精神障がいをお持ちの方と一緒に花植えを行ってくださる方を募集します。

複数名のグループになって活動しますのでお気軽にご参加ください。

　日　　時　　平成28年12月３日（土）　9：30～11：45
　会　　場　　きくがわ作業所、東名菊川インター
　内　　容　　障がいをお持ちの方との交流や花植え
　対　　象　　若年層の方（大学生・専門学校生等）
　定　　員　　15名（先着順）
 申込み先 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724　FAX35-3202

参加者募集　各種事業

ふれあい企画参加者募集

高齢者いきいき創造広場のご案内

わら細工 お持ち帰りそば打ち体験

リフォームファッションショーの様子

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


